
継続研究課題（平成 24年度－） 

2. 「マルチスケールで考える植生－気候相互作用：一枚の葉から大陸まで」 

対応教員：熊谷朝臣・藤波初木 

 

本課題に関連して、過去には、特に水循環過程に注目しながら陸面－気候間の相互作用が持つ気候システ

ムの維持・変動特性を明らかにするために計画研究が行なわれ、気候システムが形成される過程の中で植

生（陸域生態系）が果たす役割の重要性が示されました。そして、平成 24年度、さらなる研究の進展のた

めに気候学側と生物学側それぞれの研究分野の連携と成果の融合を促進する必要があることを強調し、そ

れぞれの分野の現在考えられる最善の研究成果を統合することにより陸面（植生）－気候相互作用とその

気候システムにおける意味をより深く理解することを目標とする本課題が提案されました。ここまで、多

くの先端的研究グループの参画を得て活発な研究協同を行えましたことを鑑み、この協同を継続的に行う

ために平成 25年度も本共同研究課題を募集します。 

 

・植生モデルの不確実性に関する検討（主担当：熊谷） 

既存の気候モデルに組み込まれている植生モデルの問題点が気候形成シミュレーションの結果にどのよう

な影響を与えるのか検討します。また、この植生モデルの問題点を解決・修正するための植物生理学的計

測・実験を行います。 

 

・大気－陸面相互作用の数値モデル実験（主担当：藤波） 

植生群落スケールから大陸スケールまでの、気候変化が大気－陸面での水・エネルギー・物質収支に及ぼ

す影響と、影響を受けた陸面交換過程の気候へのフィードバックについて検討するために全球・領域気候

モデルを用いた数値実験を行います。 

 

・植生変化が水循環・気候に及ぼす影響の評価（主担当：熊谷） 

観測データに基づいて植生改変や土地利用変化が引き起こす局地スケールの水循環・微気象に及ぼす影響

を抽出します。この抽出された資料をもとに数値シミュレーションを行い、植生変化が局地から大陸スケ

ールまでの水循環・気候に及ぼす影響を検討します。 

 


